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エ 業高校校舎の ア ン ダー ピニ ン グ

一 神戸市地 下 鉄山 手線 13工 区 工 事
一
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臨

谷
記

横　
・

夫
轡

安
豼

本
齢

松

継ボ

描

三

うは

省
牒

山

枇

本

み の る

実 ＊＊

1． 概 　要

神戸市は，六 甲山系に よ り既成市街地 と北神，西神地区

に 分割され ，入 口 137 万 入 の う ち既成市街地 に 85％，北神

に 10％，西 神 に 5％ の 地 域別分布と な っ て い る。神戸 市総

図
一

て　 神戸市高速鉄道 路線網図

合基本計画 で は ，200ユ年の 計画人 口 は 180 万人 と し，そ れ

ぞ れ 67％ ， 16．5％，16．5％ の 地域別分布 の 計画を策定 して

い る 。 こ れ に 対応す る都市基盤 の 整備 の ため 総合交通体系

を確立 し，そ の 一環 と し て 高速鉄道 の 建設を進 め て い る。

　高速鉄道網 は，図一1 に示 す よ うに 4路線，総延長 36   ・

で あ る 。 須磨 ニ ュ
ータ ウン の 名谷駅 か ら新幹線新神戸駅 と

連絡す る布引駅 ま で の 13．6km の 区 間が一次線計画 と し

て昭和46年工0月に免許 を受け， 昭和47年11月 よ り工事を開

始 し た。一次線 の うち西神線は名谷 か ら新長 田 へ 至 る 5．6

k皿 の 区 間で，昭 和52年3 月 に神戸市営地 下 鉄 と して 最初

の営業を 開始 した 。 山手線 は新長田か ら長田 ， 湊川 ， 三宮

を経て 布引 へ 至 る 8．Okm の 区間 で 現在工事中で あ る 。

　山手 線 工3工 区は ， 神戸市長田区 に位置 し， 図
一2 に 示す

』

ように 延長 388m の 区間 で 住居地域，商業地域とな っ て い

る 。工 事 は 昭和53年 4 月 に 着手 し，一般部は 開削工 法で ，

神戸高速鉄道及 び村野工 業高校校舎と の 交差部 は ア ン ダ ー．

ピニ ン グ工 法 で 施工 中で あ る。こ の よ うに本 工 区 は 特殊 工

法 に よ ら な けれ ばな らな い 区 間が 多 く，特 に 村野 工 業高校

　　　　　　　　　　　 校舎の ア ン ダーピ ニ ン グ施工 に

図
一2　 山手線 13工 区位 置図

当た っ て は，学校活動 に支障 を

来 た さ な い こ と が条件 で あ り，

地上 か らの 工 事は 全 て 夏休み 中

に施工 し な け れ ばな らず，大部，

分 の 工 事 は路下 の 狭 あ い な限 ら

れ た空間で の 難工 事 とな っ て い

る 。

　本報告で は村野 工 業高校校舎

の ア ン ダーピ ニ ン グ工 法に つ い ・

て 紹介す る 。

＊
神戸市交通局高速 鉄道部蓮設事務所 　所長

＊＊
神戸 市交 通局高速 鉄 道部建 設 事務 所　建設第一係長

桝
清水建設 （株）大阪 支店　土 木 技術 部

Nevember ． 19T9

　　 2． 地 盤 概 要

　　　　　　　　　　　　　　 山手線 13工 区
一

帯 は ， 六 甲を

　　　　　　　　　　　　　 後背山地 と し て そ の 南麓 に 広 が

　　る丘陵斜面地 に相当し， 六 甲山地 か ら供給 され た花 崗岩質

　　の 玉 石混 じ り砂礫層を主体と して 粘性土を不規則 に介在し
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図一3 地 質 縦 断 図

湿 1閏単位体 積重量 rt（gf！c 皿
a
）　　 L ％

酬2．03

飽　　　 和　　　 度　Sr （％） 97　 N100

て い る こ とが多い。堆積状況 は扇状地的な性格を有 して い

る 。

　ア ン ダーピニ ン グ施工 地 点の 地 質断面 は 図一3 の よ うに

推定 され，地 表 よ り表 土 ， 沖積層，、段 丘 層，大阪層群の 層

序 とな っ て い る 。 沖積層 の 下限 は T ．P＋ 6m 〜T．　P ＋ 8皿

で 粘性土で あ る 。 段 丘 層 は T．P十6m 〜T．　P − 13m の 上部

層 と T．P − 13m 〜T．　P − 21m の 下 部層 に分 か れ る。上 部

層は砂礫 TG を 主体 とし砂 ， シ ル トの 薄層 を狭み ， 未風化

花 崗岩 の 巨礫を含ん で い る 。 またN 値の ばらつ きにみ られ

る よ うに 不均
一

で あ る 。 下部層は粘性土 Tc で N 値 は 15〜

25，一
軸圧縮強度 伽

＝2．7〜3．6kgf ！cm2 と非常 に硬 い 。

圧密降伏応力 pv＝1L 　6〜12．7kgf ！cm2 で 有効土 か ぶ り圧

に 対 し過圧密とな っ て い る 。
Tc 層 の 土質試験結果 を表

一

1 に 示す 。 大阪層群の 砂礫 OG は 層厚 5m で 連続性 もよ

く，、N 値は50以上 で 非常 に締 ま っ て い る。粘土 Oc は N 値

約35で 非常に 硬 い 。

　透水層は T ．　P − S．　6m 以浅の 砂礫，砂，シ ル トの 耳 層

（第
一

帯水層），T ．　P − 9．　Om 〜T ．　P − 13．　Oln の 砂礫層
』
（第

二 帯水層）及 び T ．P − 20．8m ＆ T ．P − 25．8m の 砂礫層 （第

三 帯水層） の 3層 に 分かれ て い る 。 こ れ ら各帯水層の そ れ

ぞ れ T．　P − 1．6m
’
，
』T ．　P − 8．1m ，℃ P − 22．9m ρ瘁置で

ボーリン グ孔 を利用して注水法 と復水法 に よ る地 下 水 位

（含，被 圧水頭） の 測定を行 っ た。測定結果 に よ る と，第
一帯水層は 自由地下水で あ りそ の 水位は T ．P − O．3m ・

で あ 、

る 。 第； 帯水層と第 三 帯水層は被圧 地下水と な っ て お りそ

の 水頭は
』T ．P −』0．3即 ，

　 Tl　
’P　一：　12．　7m で あ る 。

　 ま た ， 校舎周囲に 設置した 4本 リディ
ープ ウェ ル の

．
うち

3 本を揚水井に・
i1 本を観測井と

』
し・て 水頭降下確認試験 を

『
召β

　行 っ た。そ の 結果， 1本当た りの 平均揚水量 は Q ＝236tf

　 min で 水頭降下量 は S ＝ 2．8m と小 さか っ た。ま た，試験

　 に 際 し て揚水井内を観察 した と こ ろ ， 各深 さ に あ る砂礫層

　 中の 地下水がデ ィ
ープ ウ ＝ ル で揚水して い るに もか か わ ら

　ず，砂礫層 下 位 に あ る 不 透水層 あ る い は難透水層上に宙水

　的に残 り，デ ィ
ープ ウェ ル 内に湧出す る現象が み られ た。

　以上 の こ とか ら ， 各帯水層 は 水量 が豊富で ， ディ
ープ ウ ェ

　 ル を増設 して 揚水 を行っ て も完全 に と りき れ な い こ とが予

　想され ， 土留め背面の 薬液注入や新設基礎杭  工 法選定の

　際に重要な指標と なっ た 。

　　3． 設訐 ・ 計画

　　3．1 ．校舎の 構造

　　校舎は 鉄筋 ゴ ン ク リー ト 3 階建 て で ， ア ン ダーピニ シグ

　施工 範囲に縁昭和初期 に建築 された旧校舎 と昭和30年代に

　増築され だ薪校舎が含まれ る。校舎の 設計図に よ る と，基

　礎 は独立 フ ーチ ン グで あ り 旧校舎 は 松杭 （杭径 240x 杭長

　 8皿 ），新校舎 は RC 杭 （杭径 300，杭長 8m ），で 支持 され

．：．：て い る。ア ン ダ
ーピ ニ ン グ範囲内 の 校舎の 総荷重 は 2501tf

　 で あ り ， 各フ ーチ ン グの 作用荷重 は 表一2 に 示 す よ うに フ

　ー
チ ン グに よ っ て 45 〜220　tt とまちまち で ある。基礎杭

　に作用する荷重 は松杭が最大 32tf，　 RC 杭が 最大 55　tf で

　 あ る 。 　　　　　　　　　 ．』　　
’・
／

’

土 と基礎，27− 11（261）
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表一2　 荷 重 表

　 　 　 　 　 　 　 （単位 tf）

，
フ
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」ヒ1　 Z ・ ・i・ 61 ・ ・倒1・ 1工
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3、2　ア ン ダーピニ ン グの 計 画

　 　 　 　 　 　 　 H ：恒受「ナ杭〔トレンチ珊 「留め杭権用 ）
’
HOLiX3t．llXIOXIs　t＝Sm

　 　 　 　 　 　 　   1土留め杭 日・3aoxsoDo×ldXlr｛唇 ユ3皿
　 　 　 　 　 　 RL剛Rs：11パ門スサー一キュレ冖シ ヲ ン抗 1・i2tOOX「＝郎m ）
　 　 　 　 　 　 　 　 上部L  は深確 〔φ2：u；．1

　　　　　　　　　　 図一4　本受 け工 計画平 面図　 ア ン ダーピ ニ ン グの 基本計画を行 うに 当た り次 の よ うな 問

題点が指摘 され た 。

　  　学校活動 に 支障 を来 た さな い よ うに地上 か らの 工 事

は 全 て 夏休み 中に 施工 しな け れ ばな らず，大部分 の 工 事は

路下の 狭あ い な限られ た空間で の 作業と な る。

　  　地 下 鉄構築は校舎の 直下 約 9m に築造 され る た め，

校舎基礎 の 支持層 を地下鉄構築に支障な い 位置 に移転させ

な けれ ば な らない 。

　  ．校舎 の 基礎杭は 設計図 に よ る と松杭 RC 杭 と もに

杭長 8m （杭先端T ．　P ＋ 0．9m ）とな っ て お り，　 N ‘30〜50

の 玉 石 混 じ り砂礫層 に 約 3m 打 ち込 まれ て い る こ と に な る。

しか し
， 杭の 材質及 び校舎建築当時 の 杭施工 技術 で は 1＞ ＝

30〜50の 玉 石 混 じ り砂礫層に約 3m も打ち込 む こ と は 困難

で あ っ た は ず で あ りか な り高止 ま b し て い る こ とが予 想さ

れ る 。 深礎掘削時に調査 した とこ ろ，やは り高

止 ま りし て お り杭長 は松杭で 3，lm ，　 RC 杭で

5．3m で あ p た 。

　  T ．P＋ 5m ま で トレ ン チ掘削 レた 揚合 ，

既成杭の 根入れ が 短 くな っ て 周面摩擦力 が減少

し，支持力不 足 の た め 基礎 の 不同沈下，傾斜 を

生 じ させ ， 1 階床 に 設置 して ある実習用計器や

工 作機械 に 支障 を来た し，ひ い て は 建物 に ひび

割れ な ど構造上 の 被害を及 ぼす可能性がある。

　  　デ ィ
ープ ウ ェ ル を使用 した水頭降下確認

試験の 際 に，透水層と不透水層 あ る い は 難透水

層 との 境界か らデ ィ
ープ ウ ェ ル 内に地下水が 湧

出す る現象がみ られ たが，掘削中に も同様の 現

象 が 生 じ 土留め背面 の 砂 が流出 し7 、r チ ン グの

沈下 を引き起 こ す恐れ が あ る 。

　  　新設基礎杭施工 時に杭周地盤 に は 削孔に

よ る 応力解放の た め 緩みが生 じ 塑性 領域 が形成

され る 。 こ の 塑性領域内に 仮受け杭がある場合

に は その 支持力に 対す る 評価を低減させなけ れ

ばな ら ない 。、　　 ttt．　．，、．　 、　 ．　　
’

Nove 皿 bef夙1979
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斡

目

篝
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　以上 の こ とか ら，図
一4 ， 5 に 示す よ うに 地下鉄構築 を

また ぐ位置 に新 しい 基礎を設け て 受け替 える 本受け工 を採

用 し，本受 け工 が 完成す る ま で の 対策 と し て 図
一6 〜8 に

示す仮受 け を行 うこ と と し た 。ま た ア ン ダーピ ニ ン グ施工

範囲外 の フ ーチ ン グ下部，土留 め 背面及 び新設基礎杭周囲

に は，地盤 の 緩み あ る い は 緩み に よ る支持力低下 及 び 沈 下

を防 ぐた め 薬液注入 を行う こ と に し た。

　3．3 仮受 け工 の設計

　仮受け 工 は本受 け ば りに 埋 め 込む た め鋼構造と し，フ
ー

チ ン グ下 の 掘越 し を少 な くす る た め ， 図
一 6〜 8 に示す よ

うに けた高の 大 き い 通 し け た は フ
ーチ ン グの 側面 に配置 し ，

フ
ー

チ ン グ下 に は は り高の 小 さい 受けば りを挿入 し ， こ れ
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図
一7　仮 受 け 工 断 面 図

を通 しけた か らボル トで 吊る 構造と した 。 各部材は フ ー
チ

ン グ荷重 が 表
一 2の よ うに ま ち ま ち で あ るの で，そ れ ぞ れ

の 荷重 に 対応 し て 選定 し た 。

　仮受 け杭 （BH 杭 ， 杭径 500） は 夏休み中に施工 し なけ

れ ばならない た め 工 程上 で本数 ， 長 さに制約を受けた 。 そ

こ で 夏休 み 中に BH 工 法 に よ り施工 可能 な数量 と して杭本

数86本，杭長 8m を割 り出 し， 杭頭荷重が 40　tf！本以下 と

な る よ うに配置 し，根入れ長 は トレ ン チ 底面 （T．P＋5m ）

よ り2．5m と な る よ うに し た 。

　 こ こ で ， 仮受 け 杭 の 短期許容支持力 はマ イヤ
ーホ ッ フ の

式 で 計算する と Ra ’
； 　53　tf1本 となり作用荷重 P ＝・40　tf1本

を上 回る 。
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　3．4 本受けエ の 設計

　本受 け ば りは鉄筋 コ ン ク リート構造 とし，校舎を永久的

に 受 け替え る た め，各 フ
ー

チ ン グを直下 で 受け る よ う図
一

4， 5に 示す ように 格子形 の 配置 と した 。

　横ば りは地 下 鉄構築との 関係 で ス パ ン 17．5・n と し，断面

算定は フ ーチ ン グ荷重 を集中荷重 と し，縦ば り中心を支点

と した単純ば り と し て 行 っ た。縦 ば りは フ
ー

チ ン グ荷重と

横ば りの 支点反力 を集中荷重 と し，基礎杭中心 を支点 と し

た連続ば りと して断面算定を行 っ た 。 そ の 結果 ， 横ば り，

縦ば り と もにせ ん断力 に よ り断面が決定 された。

　基礎杭 と して は 深礎 と リバ ース 杭の 比 較検討を行 っ た。

そ の 結果 ， 深礎 工法の 適用に関して次の よ うな問題点が指

摘され た 。

　  　被 圧 地下水頭 は ディ
ープ ウ ェ ル を増設 し て も T ．P

− 12m まで しか 低下 で きな い 。 ま た ガ ス ，酸欠対策や緊急

時 の 避難体制 な ど施工 の 安全性を考慮す る と施工 可能深度

は T ．　P − 12皿 位 が限度 で あ る 。

　  　した が っ て支持層 は T ．P − 9皿 〜T ．　P − 13m の 砂礫

層 に求 め る し か な く，中間 の 粘土 を避 け る と深 礎 先 端 は

T ．P − 11．5【n とな る 。 こ の 場合 ，
　 T．　P − 7。9m ま で掘削

時 に は 周面摩擦力が期待 で きな い の で 杭 頭 荷 重 （618〜

751tf）は そ の ま ま杭先端 へ 伝達 され る と考え た 方が安全で

あ る 。 杭 自重 を含め た杭先端 の 荷重度 は 135tf！m2 とな り，

砂礫層 中の 荷重 の 分散を考え る と粘土層上端 に作用す る荷

重 は 88tf！m2 とな る が，　 T ．　P − 13m 以深 の 粘土層 の 許容

支持力 Ra ＝65　tffm2 を上回 る。

　  　ディ
ープウェ ル で揚水 し て も透水層 と不透水層あ る

い は難透水層 との 境界 か ら深礎内 に 地下水 が湧出して 施 工

で き な い 状態 が 予想 され る。

　以 上 の こ とか ら大阪層群 の 砂礫層 OG を支持層 とす る リ

バ ース 杭 （杭径 2200 ， 杭長 27m ） が 適切 で あ る と判断 し

土 と基礎 27− 11 （261）
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表一3 実 施 工 程 表

　 　 　 　 　 　 年 月
項　　 目

53年 54年
7 呂　… 9lo111212 　 34567 　 8910

仮 受　け　杭 打　ち
1

菜　　 液　 　 江　　 八 o 1

1F ス ラ ブ イ　 旧 1
掘削（フーチン グ下メ。いで：1

↑ば りpl疏
． F

仮　 受　 け　　　 え

レ　 ン　 チ　細　 目1 1

礎　　 　　［ ヨ 鋩ばり卩β分　1 ．
1 バ ー一

ス

’
打 伽 ．＿．．、計』　 〕一

け　ば　1；
1

｝

｛・　 受　 け　　　 え

『一

た 。 しか し ，
T．　P＋ 6 皿 〜T ．　P − 5m の 玉 石 や 巨礫を多く含

む と推定 され る段丘砂礫層は リバ ース 工 法 に よ る施工 は難

しい と判断 された の で ，こ の 間 は 深礎工 法 を と り， 深礎 わ

くに は ライ ナープ レ ー トを用 い リバ ース 工 法 の ス タ ン ドパ

イ プ と兼用 させ た。

　 こ こ で ， リバ ース 杭の 長期許容支持力は 「建築基礎構造

設計規準」 に よ る と 1（a ＝ 780　tf と な り杭頭荷 重 （618 〜

751tf） を上回 る。

　3．5　薬液注入 工

　薬液注入 を行う緩み領域 は ， 土留め 背面は 掘削底面 か ら

引い た 主働崩壊領域と し ， 基礎杭周囲は ウエ ス ターガード

の 式 で計算さ れ る 塑 1生領域と し た 。

　 フ ーチ ン グ下 は あ る 程 度 の 改良強度を必要 と した の で ，

セ メ ン ト系 と溶液型水 ガ ラ ス 系 の 薬液 と し，土留め背面及

November 、1979

び基礎杭周囲地盤 に は地下水湧出 に 伴 う土

砂流出 を 防止 す る 目的 も加 え て 溶液型水ガ

ラ ス 系の 薬液 と した 。

4．　 施 　工

　　　　　　　ア ン ダーピ ニ ン グの 施 工 は，図
一9 に示

　　　　　　す施工 順序で 校舎 へ の 影響 を最 小 に 抑 え る

　　　　　　た め トレ ン チ 工 法 に よ る 分 割施工 法を と っ

　　　　　　た 。 実施 工 程 は 表
一 3に示す とお りで あ る 。

　　　　　　ア ン ダーピ ニ ン グの 主 な工 種 を次 に示 す 。

仮受 け杭打 設 ： 仮 受 け 杭 は 教室 内か ら孔壁安定用 ベ ン ト

写 真一1　 油圧 ジ ャ ッ キ
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写 真一2　 玉 石用 ビ ッ ト

ナ イ ト泥水 を使用 し BH 工 法 に よ り打設 した 。 削孔 が 終了

し た ら 3 本継ぎで H 杭 （H −300 × 300 × 10x15 ，杭長 8皿 ）

を建 て 込 み ，そ の 後 H 杭 に 添 っ て 注 入 パ イ プ を孔底 ま で 挿

入 し先端 か ら順次上方ヘモ ル タ ル を注入 した 。

　薬液注入 ： フ
ー

チ ン グ下，土留め 背面，深礎背面 と もに ・

単管式 の ロ ッ ド注入 を行 っ た 。 注入率 は 約25％で あ っ た。

　 仮受け替 え ： ア ン ダ
ーピ ニ ン グ範囲全体を フ

ー
チ ン グ下

端 ま で 掘削 し 通 し け た を架設す る 。フ
ー

チ ン グの 沈下 が 生

じ な い よ うフ ーチ ン グ下 部 を透 か し 掘り し な が ら受けば り

を 1本ずつ 架設 し，フ
ー

チ ン グ と 受けば りの 問に 受 けピー

ス を設置 し通 し け た とボル トで 緊結す る。受 け ば りの 設 置

が終了 し た ら，写 真一 1 に 示 すよ うに 50tf油圧 ジ ャ ッ キ を

フ ーチ ン グ 1 基 に つ き 6台設置 し こ の 6 台を連動 させ プ レ

ロ ードを か け た。プ レ ロ ー ドの 大 き さ は表 一 2の フ
ー

チ ン

グ荷重 の 70〜80％ とし ， 受 けば りの たわみとフ ーチ ン グの

浮上 が りを レ ベ ル で 測定 し な が ら 2tfピ ッ チで載荷 した。

載荷重 が フ
ー

チ ン グ荷 重 の 75〜80％ に な る と フ ーチ ン グが

浮 き上 がる現象 が 生 じ たの で 載荷 を中止 し，受け ピース の

くさび を締 め 固定 した 。 こ の 作業 をフ ーチ ン グ 1基 づ つ 繰

り返 し行 っ た。仮受け が完了 し た 状態 をロ 絵 写 真一 7 に示

す 。

　深礎工 二 掘削時 の 内圧抵抗 を高 め 深礎周囲地盤 の 緩み範

囲 を小さくす るた め ，深 礎わ くに は ラィ ナープ レ ート t2 ．7

mm を用い ，1 わ く分 の 施工 が終了 した ら直ち に 余掘 り部

分 に セ メ ン トミル クの 注入 を行 っ た 。

　 リバ ース 杭工 ： ディ
ープ ウェ ル 設置時の 調査 に よ り T ．P

− 5m 以深 の 砂礫層は 玉 石 の 混入 が 少ない とい う結果 を得

て い た が ， こ の 層 に も部分的に 玉 石を多 く混入す る 層が あ

り削孔中 に ビ ッ ト先端や排砂管 に玉 石が詰 ま る 現象が頻発

した 。 そ こ で 排砂管径 よ り大 きい 玉 石は粉砕す る よ う写真
一 2 に 示す よ うな ビ ッ トを開発 し 適用 し た 。そ の 結果 は良

好 で 以後 トラ ブル もな く施 工 す る こ とがで き た。削孔が 終

了す る とエ ア
ー

リフ トに よ リス ライ ム を除去 し，孔底に沈

殿 しな い よ うに した。

　受けば b ： 受けば りの 自重 は 8．8t！m2 と大き く，ま だ

固ま らない 状態で の トレ ン チ底地盤 の 沈下 が懸念され た の

で ， 平板載荷試験を行 っ て地耐力 を確認 し た 。

　本受け替 え ： 受 け替 え 対象 フ ーチ ン グ全部に 仮受けの 時

と同 じ位置に50tf油圧 ジ ャ ッ キ を設置 し ， 全 ジ ャ ッ キ を中

央制御に て連動 させ載荷を行 っ た 。 こ の とき， 1 階柱 に設

置した 水管式沈下計で 測定を行い ，浮き上 が る 現象を生 じ

た フ ーチ ン グか ら受 け ピース の くさび を締 め直 し固定 し て

い っ た 。 全フ
ー

チ ン グの ジャ ッ キ ア ッ プ が終了 し たら油圧

ジ ャ ッ キ を撤去 し ， 受けば り と フ ーチ ン グの 間に 無収縮モ

ル タ ル を充 て ん した 。

5． 計 　測

　 ア ン ダ
ーピ ニ ン グ施工 中の 校舎 の 変状測 定の た め 1階各

柱 に 沈下計 を設置し ， 各基礎の 沈下測定を行 っ た 。 使用し

た計器 は 差動 トラ ン ス 型水管式相対沈 下 計 で，測定範囲は

± 25mm ，最小読み は 0．　Ol　mm で あ る 。

　測定の 結果，基礎の 沈下量は RC 杭基礎 よ り松杭基礎 の

方が大き く，本 受 け替 え直前の 最大沈 下 量 は No−5 フ
ー

チ

ン グ （表 r2 参照）で 生 じ Smax ＝5．5mm で あ っ た。
　 No

−5 フ
ー

チ ン グの 沈下 の 経過 は 次 の とお りで あ る。

　  フ
ー

チ ン グ下 端 ま で 掘削 した 時点 ；S ＝1．5mm

　   　仮受けば りを架設す る た め フ ーチ ン グ下部を透 し掘

りし た 時点 ；S ＝4．2mm

　  　仮受け工 に 荷重 を受け替え ， 既設杭を切断 し トレ ン

チ掘削 し た 時点 ； S＝5．5mm

　以上 の よ うに 掘削 の 進行 に伴 っ て 既設杭 あ るい は仮受け

杭の 周面摩擦力 が 小 さ くな り， そ れ に 従 っ て 基礎の 沈下量

も大き く な っ て い る。各 フ
ー

チ ン グ と も No−・5 フ
ー

チ ン グ

と同 様 の 傾向を 示 し て い る が ， トレ ン チ掘 削終了 後は 沈下

は進行 して い な い 。 最大相対沈下量 は No −8 と N 。−9 の 問

で 生 じ SDm。x ・＝3．3mm で あ っ た。

　施工 中，新 旧校舎 の 継 目や 壁 の 目視観察を行っ て きた が ，

継 目の 開きや壁 の ひ び割れ な ど 特 に異常は認め られ て い な

い e

6．　 あ と が き

　村野 工 業高校校舎 の ア ン ダーピニ ン グエ 事 に つ い て 主 に

計画 ・設計 の 面 か らそ の 概要を紹介 し た。現在は 縦ば り部

分の 本受け替えが 終了 し ， 横 ば りを築造 中で あ る。

　本工 事 の 計画，設計 に 当た っ て は 神 戸市高速鉄 道技術委

員会の 方 々 に有益 な る ご助言 を い た だ い た。紙面を借 りて

謝意を表 し ま す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （原 稿受理　　1979．　8．　6）

5v 土 と基礎 ， 2了一11（261）
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